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いざく

「
実
り
の
秋
」
か
ら
「
蓄
え
の
冬
」
へ

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
め
ざ
し
て

校
長

西

浩
一

本
年
度
の
「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』

県
民
週
間
」
に
は
、
三
百
人
ほ
ど
の
皆
様
が
参
観

金
色
の
ち
ひ
さ
き
鳥
の

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
裏
面

か
た
ち
し
て

に
詳
し
く
記
述
し
て
あ
り
ま
す
が
、
寄
せ
ら
れ
た

銀
杏
ち
る
な
り
夕
日
の
岡
に

感
想
や
御
意
見
等
は
今
後
の
学
校
経
営
等
に
生
か

し
、
充
実
・
発
展
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

与
謝
野
晶
子

さ
て
、
日
置
市
で
は
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が

連
携
・
協
働
し
学
校
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
可

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
国
語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
こ

能
と
な
る
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」

の
短
歌
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
寒
い
朝
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ア
活
動
で
落
ち
葉
を
一
生
懸
命
か
き
集
め
て
い
る
子
供
の
姿

ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
を
取
り
入
れ
る

を
見
る
た
び
に
清
々
し
く
な
る
と
同
時
に
、
う
れ
し
く
な
り

こ
と
と
な
り
、
二
、
三
年
後
の
実
施
を
め
ざ
し
て

ま
す
。

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
創
立
百
五
十
周

さ
て
、
下
段
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
鹿
児
島
地
区
研
究

年
・
統
合
三
十
五
周
年
に
関
す
る
行
事
も
多
々
あ

協
力
校(

指
導
方
法
改
善)

研
究
公
開
で
は
、
六
年
二
組
が
代

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
も
積
極
的
に
参
加
さ

表
で
算
数
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

れ
、
学
校
の
様
子
や
実
態
を
さ
ら
に
知
っ
て
い
た

一
人
一
人
が
真
剣
に
学
ぶ
姿
を
見
て
、
「
鳥
肌
が
立
つ
」
思

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
践
が
実
を
結
ん
だ
瞬

メ
デ
ィ
ア
が
及
ぼ
す
脳
へ
の
健
康
被
害

間
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
き
っ

先
日
の
新
聞
に
も
、
若
者
の
三
割
が
二
時
間
以

と
学
力
も
付
い
て
く
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ど
の
学
年

上
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
お
り
、
学
業
や

の
子
供
た
ち
も
同
様
の
学
習
態
度
で
授
業
に
励
ん
で
い
ま

仕
事
、
体
や
心
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
協
力
し

と
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

て
学
力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

利
用
に
よ
る
小
学
生
の
誘
拐
事
件
ま
で
発
生
し
て

ま
た
、
読
書
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
が
、
図
書
室
の
蔵
書
を

い
ま
す
。
本
校
の
拡
大
学
校
保
健
委
員
会
の
報
告

増
や
し
た
り
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
デ
ィ
や
読
書
集
会
を
行
っ
た

で
も
、
「
ネ
ッ
ト
依
存
＝
ゲ
ー
ム
障
害
（
病
気
）
」

り
し
て
、
日
頃
か
ら
読
書
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
①
脳
の
機
能
低
下

②
視
力
障
害

③
コ
ミ
ュ

「
市
児
童
生
徒
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
特
選

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と

七
名
、
入
選
二
名
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

と
も
に
、
成
績
不
振
や
睡
眠
不
足
に
よ
る
悪
影
響

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
六
年
生
三

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
保
護
者
が
危
機
感
を

名
が
優
秀
賞
を
、
全
国
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
わ
た
し

も
っ
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
！

た
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
で
は
、
六
年
女
子
が
優
秀
賞
を
受

創
立
百
五
十
周
年
事
業
へ
の
御
協
力
に
感
謝

賞
し
ま
し
た
。

「
伊
作
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年
・
統
合
三
十
五

さ
ら
に
、
体
育
面
で
は
「
吹
上
地
域
市
民
駅
伝
競
走
大
会
」

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
が
毎
週

に
本
校
か
ら
も
六
年
男
子
五
名
、
女
子
三
名
、
五
年
女
子
四

の
よ
う
に
会
合
を
重
ね
、
令
和
二
年
二
月
二
十
二

名
が
出
場
し
、
一
位
伊
作
Ａ
、
三
位
伊
作
Ｂ
、
四
位
吹
上
Ａ
、

日
の
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
、
校
旗
や
記

六
位
吹
上
Ｂ
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

念
品
等
の
作
成
、
記
念
誌
の
発
行
等
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
寄
付
金
は
お
か
げ
さ
ま
で
目
標
の

知
・
徳
・
体
の
様
々
な
場
面
で
、
努
力
が
実
り
、
収
穫

三
百
万
円
に
近
付
い
て
き
ま
し
た
が
、
百
周
年
記

の
あ
っ
た
秋
で
し
た
。
寒
い
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
成
果

念
碑
築
山
の
整
備
な
ど
ま
だ
予
算
が
必
要
で
す
。

を
蓄
え
と
し
、
今
後
の
活
躍
の
源
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い 生き生きと自ら学び，考える子

ざ 最高にやさしく，思いやりのある子

く 苦しさに負けない，たくましい子

鹿児島地区研究協力校（指導方法改善）研究公開

１０月２９日（火），本校で鹿児島地区研究協力校（指導方法改善）研究公開が行われました。
鹿児島地区（日置市，いちき串木野市）をはじめ，鹿児島市，南さつま市，出水市等の小中学
校の先生方，鹿児島事務所や日置市教育委員会の先生方，約７０名が参加しました。
６年２組の算数の授業を参観し，その後，授業研究を行いました。本校は，平成３０年度か

ら「自分の考えを持ち，伝え合い高め合う子供の育成～言語活動の充実を通して～」という研
究テーマを掲げて，日々の授業に取り組んできました。
子供たちは，これだけ多くの先生方の中での授業ということで，緊張していたとは思うもの

の，いつも通り，課題に対する自分の考えを互いに伝え合い，そして，グループでまとまった
考えを代表者が全体で発表していました。このような学習態度に，参加された先生方は，非常
に感心していました。
また，この日は，吹上地区の学校の先生方にも多数参加していただきました。吹上中学校の

先生方からは，「子供たちの意欲的な姿を見ることができてよかった。」「小・中学校の交流がで
きってよかった。」「中学校で，この子供たちに会えるのが楽しみだ。」という意見もいただきま
した。小中一貫教育として，小学校と中学校を『つなぐ』取組になりました。
なお，当日は，保護者の方々が，駐車場案内や接待の係を引き受けていただきました。当日

はもちろん，日頃から支えていただいている保護者の方々に深く感謝します。そして，この研
究公開で学んだことを，日々の実践に生かしていきます。



＜主な行事予定＞

１２月
５日（木）委員会活動

１２日（木）クラブ活動
１７日（火）学校評議員会
１９日（木）代表・児童保健委員会
２０日（金）金管バンドクリスマスコンサート（昼休み）
２４日（火）２学期終業式，大掃除
２７日（金）仕事納め

１月
４日（土）仕事始め
６日（月）ＰＴＡ三役会
８日（水）３学期始業式，大掃除
９日（木）委員会活動

総務部会，第３回ＰＴＡ理事会
１０日（金）授業参観，学級ＰＴＡ，家庭教育学級
１１日（土）校内カルタ取り大会
１５日（水）鹿児島学習定着度調査（５年）国・理
１６日（木）鹿児島学習定着度調査（５年）社・算

クラブ活動（３年生はクラブ見学）
１８日（土）日新公いろは歌カルタ取り大会
１９日（日）ＰＴＡ奉仕作業（落ち葉拾い）
２２日（水）ＣＲＴ学力検査（全学年）理・国
２３日（木）ＣＲＴ学力検査（全学年）社・算

代表・児童保健委員会
２５日（土）青少年のための科学の祭典日置市大会
３１日（金）吹上中入学説明会

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各
種便り等でご確認ください。

拡大学校保健委員会

今回は，ネットポリス鹿児
島の安心ネットサポーター増
田叔子先生を講師の招き，「メ
ディア（ネット）が及ぼす体
（脳）への健康被害」という
テーマで講演をしていただき
ました。現在，メディアは，
私たちの生活になくてはなら
ない物になっています。しか

し，使い方を誤ると，脳の機能低下や視力障害，コミュニ
ケーション能力の低下など，体や脳に多大な被害を及ぼす
ということでした。また，学力とスマホ使用時間との関係
についても，データをもとに分かりやすく説明していただ
きました。多くの保護者に聞いていただきたい内容でした
ので，学級ＰＴＡの資料としても添付してあります。ぜひ
ご覧になり，参考にしてください。

避難訓練

１０月２３日（水）
に火災を想定した避難
訓練を行いました。
火災発生の放送を聞

いた子供たちは，先生
方の指示に従い，緊張
感を持って校舎外へ素
早く避難することがで
きました。

日置消防局南部分遣所の方々から，火事の恐ろしさや
避難の仕方，消火器の扱いなどを丁寧に教えていただき
ました。
また，１１月５日（火）は「津波防災の日」というこ

とで，緊急地震速報に合わせ，予告なしの避難訓練を実
施しました。予告なしだったにもかかわらず，子供たち
は，迅速に机の下に避難することが出来ました。災害は
いつ，どこで起こるか分からないため，今後は，このよ
うな訓練も必要だと考えることでした。
火災が心配される季節を迎えます。御家庭でも火の取

り扱いに，十分お気を付けください。

伊作小フリー参観週間
～御来校ありがとうございました～

１１月１日から７日までの期間中，多くの保護者や地域
の方々に御来校いただきました。
この期間中，吹上町内幼稚園，保育園児学校参観，４年

生半成人式，音楽集会・読書集会，給食試食会，野首地区
高齢者，伊作地区高齢者の方々と１，３年生とのふれあい
活動，拡大学校保健委員会と様々な活動を行いました。
参観された方々から「子供たちがあいさつをしてくれて

清々しい気持ちになった。」「子供たちの楽しい姿を見るこ
とができた。」「学校全体の活動などを見ることができてよ
かった。」などの感想をいただきました。今回，書いていた
だいた御意見や感想は，これからの学校経営に生かしてい
きます。
今後もフリー参観期間だけでなく，いつでもお気軽に学

校にお越しください。

１ 高齢者と１，３年生とのふれあい活動
子供たちも楽しそうでした。「社会総がかかりでの教育」
と言われる昨今，学校と地域を『つなぐ』取組になって
いると思います。

感想
〇 ６０年前の自分に帰らせてもらった。
〇 ふれあい活動で子供たちと楽しく過ごすことができ
た。時間が経つのが早かった。
〇 給食がおいしく，子供たちと話をして楽しかった。

２ 読書集会
４年生が，市音楽発表会での

演奏を音楽集会で発表した後，
読書集会を行いました。
図書委員会が進行係を務め，

ぽけっとファンタジーの方々に
よる読み聞かせや多読者表彰
等，読書に関する活動を行いま
した。読書に関する関心が，さ
らに高まったことでしょう。

読書の秋です。家庭でも，メディアを消し，本に親しみ，
豊かな心を育ててほしいと思います。

３ 半成人式
４年生が，市音楽発表会で

の演奏を披露したり，将来の
夢を発表したりしました。子
供たちの発表を聞きながら，
あと１０年で成人式，変化の
激しい現在，子供たちが夢を
かなえることができるよう，
たくましく成長してほしいと
願い，学校も一人一人の力を，

さらに伸ばしていこうと思うことでした。

家庭学習強調週間

１１月１９日から１週間は，吹上中学校のテスト期間に
合わせた「家庭学習協調週間」でした。子供たちの学習へ
の取組はいかがだったでしょうか。
今，２年生が九九の暗唱のために職員室

に来ます。どの子も張り切って入室し，
合格したら喜んで帰っていきます。
子供たちは，様々な人に認めてもらう

ことで，自己肯定感が高まり，やる気が
出てきます。御家庭でも，「見届け」と
「称賛」をよろしくお願いします。


